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う上代東国方言とは，『萬葉集』の巻 14 および巻 20 にある東歌・防人歌と呼ばれる歌謡に反映
される当時の東日本に分布していたと考えられる言語のことである。 
 




じめてその事実を指摘したという点で，この Dikins and Satow の研究は評価されるべきもので
ある。 
                                                        
1 本稿は，主に 2013 年 9 月 9 日に八丈町保険福祉センターで行われた国立国語研究所セミナー・第 6
回八丈方言講座『八丈・島ことば調査のつどい』（主催：国立国語研究所・八丈町教育委員会）で筆
者ペラールおよび平子が行った講演内容をもとにしている。 





２．２ 北条忠雄 (1948 など) 






















































































既に指摘したように上代東国方言には動詞連体形 -o や形容詞連体形 -ke の例がいくつか見ら
れる3。 
 
(1) 可美都氣努 伊可抱乃祢呂尒 布路与伎能 遊吉須宜可提奴 伊毛賀伊敝乃安多里 
「上毛野伊香保の嶺ろに 降ろ雪の 行き過ぎかてぬ 妹が家のあたり」（『萬葉集』 14:3423） 
(2) 比登乃兒乃 可奈思家之太波 波麻渚抒里 安奈由牟古麻能 乎之家口母奈思 




(3) ame-no ɸuɾo-çi-nja teɾebi bakkasi mitjaɾowa 
 「雨の降る日には（ばあさんは家で）テレビばかり見ている」（中之郷） 




式（もしくは終助詞 -ͩʒa のついた形式）が文末形式として用いられる（金田 2012: 124, 132）。 
 
(5) waɡeː-no çi̥to-wa take-de kaɡoː ʦukurara 
 「夫は竹で籠を作った」（大賀郷） 
(6) jo-joɾi niku-no hoː-ɡa takakja 
「魚より肉の方が高い」（末吉） 
                                                        
3 北琉球諸語にも*-o と再建される連体形の形跡が見られることは，服部 (1976: 28-29)や Pellard (2008: 
141-143)にも指摘されるところである。服部は，これを以て八丈語（東国方言），琉球諸語および中
央方言の三者を「日本祖語からそれぞれ別々の方向に変化発達したもの」と考えた（服部 ibid.）。    
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(7) 安乎楊木能 波良路4可波刀尒 奈乎麻都等 西美度波久末受 多知度奈良須母 





(8) iʃa-ɡa ketoː kusurjo nomeba naoru-noː-wa （三根） 
(9) isja-kara muro͡a ku̥surjo {nome-ba / noma-ba} naoru-nuː-wa （樫立） 
 
金田 (2012: 131)によれば，この(naoru-)noː(-wa) 5【三根】，(naoru-)nuː(-wa) 【樫立】という
形式は，上代東国方言に見られる推量の助動詞ナムの連体形ナモに遡ると考えられるという
（ *namo > nawo > nowo > nou）。以下に東歌から例をひく。 
 
(10) 可美都氣努 乎度能多抒里我 可波治尒毛 兒良波安奈美奈毛 比等里能未思弖 






                                                        






にある声点表記から支持される（早田 1997: 42 なども参照）。 












八丈語では，一人称代名詞では ware などとともに are が用いられることがある。 
 
(11) aɾa kiː-wa isoɡaɕi-kja 
 「おれは今日は忙しい」（中之郷） 






(13) ・・（前略）・・多和夜賀比那袁 麻迦牟登波 阿礼波須礼抒 ・・（後略）・・ 




言・与那国語 anu7，宮古語多良間方言・伊良部方言 aN という形式が見られる。一人称ア系の
代名詞は，上代語中央方言および東国方言（八丈語）そして琉球諸語が分派する以前の段階に遡
ると考えられる。 
八丈語の二人称代名詞には ome:（後述）などともに nare がある。金田 (2001: 71-74)によれば，
nare という形式は主に口論や喧嘩の場面で用いられるが，現代ではあまり使われないという。 
 
(14) nare-wa jama-ɡeː ike 
 「お前が畑へ行け」（大賀郷） 
                                                        
6 上代東国方言特有の一人称代名詞「和奴・和努」に対応する形式が琉球諸語に散見されるが（岡前
waŋ，与那国 banu など），それは上代東国方言の末裔と考えられる八丈語には未だ見いだされない。 
7 南琉球宮古語大神方言に「俺は」が ara:という形式で現れる。基本形は anu であり，これは不規則
的な形式だが，この大神方言 ara:という形式と八丈語の are / ara との関係は不明である。 
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(15) ・・（前略）・・於夜那斯爾 奈礼奈理鶏迷夜 
 「・・・親無しに 汝生りけめや」（『日本書紀』推古紀 104） 
(16) 恋ひわぶる 人のかたみと 手ならせば なれよ何とて なく音なるらむ（『源氏物語』若菜下） 
(17) 許乃河泊尒 安佐菜安良布兒 奈礼毛安礼毛 ・・（後略）・・ 










表 1 二人称の「ナ（レ）」 
 二人称 再帰・話者指示 
奄美（喜界島）・上嘉鉄 naːmi  
奄美（大島）・大和浜 naŋ  
奄美（加計呂麻）・諸鈍 nam  
奄美・与論 naːni  
沖縄古語 なあ  
沖縄・与那嶺 naː  
沖縄・首里 naː  
宮古・大神  naɾa 











(18) so-no hanaɕi-wa(sa) jome-ni dake-ka kikase taɾe-ɡa 
 「その話は妻にだけ聞かせた」（中之郷） 
(19) u-no çito-ɡa-ka hontoː-no kanemotɕi daɾe. 
「あの人こそ本当の金持ちだ」（大賀郷） 







(20) 瀰致儞阿賦耶 鳴之慮能古 阿母儞擧曾 枳擧曳儒阿羅毎 




形式 -noːや-nuːが義務的に現れる（金田 2001: 195）という記述もあるが，そういった現象は本
調査の範囲ではほとんど観察されなかったようである。ただし，以下の例があった。 
 
(22) sakeː-wa adan ʃi-te ʦukuru-ka nare-wa ʃokan-noː-ʒa 
 「酒はどうやって作るか，お前は知っているか」（大賀郷） 
 
金田 (2001: 195)から，助詞-ka に対して -nou で終わる典型的な例をあげておく。 
 

























さ」の一端と言えよう（金水 2006 も参照）。 
 








発音になることはない。しかし，八丈語では「一つ」は tetsɯ，「一人」は toɾi であって（三根），
接尾辞「つ」の前かそうでないかで両者の形式が異なる。琉球諸語においても八丈語と同様であ
る（服部 1976: 30-32; 1979: 111-113. なお，Pellard 2008: 143 の Table 6 も参考になる）。 
 
表 2 「一つ」と「つ」の前以外の「一」 
 「一つ」 「一」（「つ」の前以外） 
上代日本語 ヒ甲ト乙ツ ヒ甲ト乙 
中古日本語 ヒトツ（ヒテツ） ヒト- 
奄美（喜界島）・上嘉鉄 tˀi-tu tsˀu- 





奄美（加計呂麻）・諸鈍 tˀɨ-t tɕˀu- 
奄美（徳之島）・岡前 tˀɨː-tɕi tˀɕu- 
奄美・与論 tiː-tɕi tɕu- 
沖縄古語 ふてつ ひと 
沖縄・伊江島 tʰiːtsi tɕʰu- 
沖縄・与那嶺 tˀiː-tɕi tɕˀu- 
沖縄・首里 tiː-tsi tɕˀu- 
宮古・大神 pstiː-ks pstu- 
宮古・西原 çiti-tsɨ çitu- 
八重山・石垣 pˢɨtiː-tsɨ pˢɨtu- 








(24) 「ひてつ車に」など言ふ人もありき（枕草子 262） 
 
４．１．２ 「土・地面」 
 本調査では樫立で「地面」を miʑa といい，「古い言い方」として大賀郷でも miʥa という形
式を得ている。琉球語では，この miʑa / miʥa に対応する形式が「土」を表す形式として見られ，
琉球諸語と八丈語との共通の祖語の段階に*mita のような形式が再建されることが示唆される8。 
 



























表 4 八丈語の「蚯蚓」 
三根 大賀郷 樫立 中之郷 末吉 






次頁の表 5 中で奄美語に見られる中舌母音 ɨ は琉球祖語の*e に由来する。また，南琉球諸語で
は第一・第二音節の母音が消失していない。このことから，その母音が琉球祖語の*i ではなく*e
に由来すると言える。 
                                                        






















 「魚」を表す jo（三根・末吉・樫立・大賀郷）や ijo（中之郷）という形式は，文献上見られ
る「いを」に対応する。中央方言では現在「いを」に遡る言い方をしないが，琉球諸語には「い
を」に対応する形式が見られる。つまり，八丈語の jo/ijo や琉球祖語の*ijo は，その共通の祖語
の段階に遡る形式なのである。 
 






















































































(25) uno me-no boː-ke iɾo-no ɕiɾo-ke otoko-wa daɾe {dakanaː/ daɾoː} 
 「あの目の大きい，色の白い男は誰だろう」（末吉）[(4)再掲] 





表 9 琉球諸語に見られる u-系の指示詞・代名詞 
 「それ」 「その」 「そこ」 「お前」 
奄美（喜界島）・塩道 ʔuɾi  ʔuma ʔuɾa 
奄美（徳之島）・岡前 ʔuɾɨː ʔuŋ ʔumaː ʔu-kkja (PL) 
奄美・与論 uɾi unu, uŋ uma uɾa 
伊江島 ʔuɾi ʔunu, ʔuŋ ʔmaː ʔɾaː 
沖縄・与那嶺 ʔuɾi ʔunu, ʔuŋ ʔmaː  
沖縄・首里 ʔuɾi ʔunu ʔmma  
宮古・大神 uɾi unu uma ʋʋa 
宮古・西原 ui unu uma vva 
八重山・石垣 uɾi unu uma waː 
八重山・竹富 uɾi unu, uŋ umə, mmə waː, woː 
与那国 u unu uma nda 




























omja:という形式がある。また，それらと似た形式の omi がある。omi は ome: / omja:と違い，
目下や同等のものに使われる。以下の omja:と omi の例は同一話者からのものである。 
 
(27) 「お前（あなた）は畑へ行け（御行きください）」（樫立）  
 a) omjaː-wa jama-e oʥare-joː（対目上） 
 b) omi-wa jama-e ike（対目下）  
 








たまへ                       （『蜻蛉日記』中・天祿二年） 
 
omi については，それが同等もしくは目下のものに用いられることから，中央方言のオミ（御
身）にあたる形式だと考えられる。ただし，中央方言の文献で 17 世紀以前にオミの用例はない。 
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(29) uɲaː kono jo-no namee-jo ɕoke-ka. 
 「お前はこの魚の名前を知っているか」（末吉） 
 
また，注目すべきは以下の omai という形式である。 
 




この omai という形式は omi や ome: / omja:に比して新しく，現代八丈語では omi や unu にとっ
てかわろうとしているという。unu と対象がほぼ重なり，unu が失礼な言い方として敬遠され
た結果，中央方言の目下に対する言い方であったオマエを方言的な発音にして取り入れた形式が
omai だとされている（金田 ibid.）。 
通常，中央方言の ae に対しては，八丈語では方言によって異なるものの e:もしくは ja が対応
する。ここで，中央方言オマエが（ome: / omja:となっておらず）omai となっているのは，既に
八丈語においては尊敬語として ome: / omja:という形式があったために，同音衝突を避けて







表 10 八丈語の二人称代名詞の様相 





nare 同等・目下 ナ（レ） 上代語～中古語 上代以前 





unu 同等・目下 ウヌ 18 世紀以降 江戸時代以降？13 
omi 同等・目下 オミ（？） 17 世紀以降 江戸時代以降 





語頭音節が清音の tare という形式ではなく，濁音の dare という形式が現れる。中央方言で語頭
音節が濁音となったことがはっきりと確認されるのは早くとも近世初期の資料からで，この八丈
語の dare という形式も，近世以降の中央方言から取り入れられた形式だと考えられる。 
 








(32) doi-ɡa nː-ɡa kasa-doː 
 「どれがお前の笠だ」（三根） 
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